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• サミット
– 隔年開催・モントリオールで実施

• 次回は2026年9月22日、23日

• ワークショップ
– 2025年度は2回開催

• 6月24日-25日： フランス パリにて

• 10月7-8日： カナダ バンクーバーにて

MobilityDataによるイベント



• 交通データの未来を形作るモビリティ専
門家にとって必見のイベントです。

•  参加対象者
– 公共交通機関運営者・事業者
– シェアリングモビリティ事業者・プロバイダー
– テクノロジー・データプラットフォーム
– 利用者向けソフトウェアプロバイダー
– モビリティデータに情熱を持つ全ての方！

•

• 北米および世界におけるモビリティデー
タの標準化と革新を推進する、洞察に満
ちた議論、実践的なセッション、ネット
ワーキングの機会をご用意しています！

公式Webページ

https://mobilitydata.org/event/2025-workshop-vancouver-edition/
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バンクーバー



• MobilityData会員
– $450 = 48,600円

• 非会員・公共団体/非営利団体
– $550 = 59,400円

• 非会員・民間企業
– $650 = 70,200円

• 1カナダドル=108円で換算（2025年
10月時点）

参加費



会場：Stanley Park Pavilion



1日目





– オリンピック、ワールドカップなどの大規
模な移動を支える完全・正確・タイムリー
な情報提供の事例共有

– 登壇：LA Metro、TransLink、MBTA、
MARTA、Transit、Interline、movmi ほ
か。

大規模イベントにおけるシームレスな移動のための
データ活用



• x

MBTA



非技術者が運行状況や臨時ダイヤを入力



• x

Transit



• パリオリンピックで
の実体験を報告



• x



これ以降のセッションは
テーブルごとに手を動かす
まさに「ワークショップ」





• データ利用者、データ生産者な
どがそれぞれ各テーブルにバラ
ンス良く配置されるよう席替え

テーブルごとに作業



• 出入口・経路・設備の表現
課題を整理し、実装ガイド
のたたき台を共創。

• 簡単な演習とグループディ
スカッションを通じて、
GTFS Pathwaysの課題を見
つけ、現行のドキュメント
で不明確な点を明らかにす
るとともに、ガイダンスの
今後の方向性についてさら
に検討する。

GTFS-Pathwaysによる駅内ナビとアクセシビリティ
強化



モデル化の例



グループワーク： 実際の駅をモデル化

• 乗車位置を「列車全体
か車両ごとに設定か」
という議論になり、
「扉の位置で」と発言
したら笑われた。。。



• GTFSリアルタイム運行情報ア
ラートの共通の課題を掘り下げ、
信頼性・正確性を備えた公共交通
情報の発信を考える

• 議論をベストプラクティス/ガイダ
ンスに反映

より良いGTFS Realtime Service Alertsの作り方



• イタリア国鉄のストライキ

• 一部区間の運休と代行バス

• →いつ何に対してどのようなAlert
を設定するか、を議論

ワークショップ向けの事例



懇親会



2日目



• 交通事業者のシステムに
おける相互運用の実現で
コスト削減や導入の迅速
化・分析の高度化

TIDES：交通機関運行データへのアクセスと
システム統合



GTFS以前： フラグメント化の時代



GTFS、バスロケ、運賃システム、運行管理システム
などのデータへの共通アクセスを実現



• 単純な運賃から複雑ルー
ルまで、設計手順と表現
パターンを実際に例示。

• GTFS Fares V2全体につ
いての詳細な技術説明＆
ハンズオン

• 日本の距離制運賃にはま
だ対応していない

GTFS Fares：運賃を表現するための実践ガイド



• x

実例を参照しながらデータ仕様や作成方法を説明



• x



ハンズオン： Minneapolis (Metro Transit)

• x



Google Spreadsheetで実際にデータを作成

• x



• 典型的な運行の問題
をツールで診断・修
正し、影響と解決策
を関係者横断で学ぶ。

GTFSデータ品質：利用者のために問題解決するた
めの実践的なガイド



• Case 1 - Upcoming scheduled Construction
– メインストリートにおける大規模な道路舗装工事が、2026年7月6日より2か月間実施さ

れる予定です。

– 通行止めに伴い、3路線のバスが迂回運行となり、複数の停留所が移転されます。

– 交通局は市当局と協力し、4月上旬までに迂回計画を確定させる予定です。

• Case 2 - Station damages after atypical storm
– 2026年8月6日、大嵐が都市を襲い、地下鉄3駅が部分的に浸水し構造的損傷を受けた。

– 全路線の地下鉄運行は翌日まで停止され、その後再開されたものの、被害を受けた3駅
は無期限閉鎖となった。

– 技術的評価を経て、8月12日、駅の修復には再開まで2か月を要すると結論付けられた。

ワークショップ向けのシナリオ





ワークショップからの学び

1. Major Events Require Major 
Planning…and Data!

2. Integration Strengthens 
Mobility

3. Data Standards Are Making 
Real Progress

4. Interoperability is Essential

5. The Mobility Data Community 
is Growing and Thriving – Will 
You Help Lead the Way?

https://mobilitydata.org/5-key-takeaways-from-mobilitydata-
2025-vancouver-workshop/
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• 内容はかなりガチ。データ仕様についてここまで突っ込んだ話
するとは思っていなかった

• 参加者は多くが北米、アメリカ人。アジア、ヨーロッパ、南米
はかなり少ない。

• 公共交通事業者からの参加者が「データは出すもの」「システ
ムに投資し改善するもの」というような価値観を当然の前提と
して共有していた

感想
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